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出所：松尾氏の講演資料より作成
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【講演要旨】

１．名古屋地区での新規起業：世界のトレンド
名古屋地区は、モビリティを中心に日本でも屈指の

ものづくり、輸出産業基盤がある。人口減少と周辺国の
キャッチアップやＩｏＴの進展により、今のままでは地域
ＧＤＰを喪失する可能性が高いと危機感を抱いている。
名古屋大学は、リーディングユニバーシティとして地域の
スタートアップを牽引したい。世界では、スタートアップ
エコシステムが形成された都市を中心に、さまざまなス
タートアップ企業が誕生している。ニューヨーク市では、
リーマンショック後、市が中心となり、大幅な投資や大学
との連携を深めたことで、今や倉庫街がスタートアップ
企業で埋め尽くされている。

２.名古屋地区におけるエコシステムの形成
スタートアップエコシステムを形成するためには、自
治体・大学・産業界が産学官連携を形成し、一つの目標

ナゴヤ イノベーターズ ガレージでは、大学シーズを起点とした新事業創造や既存事業の革新を促すことを
目的とした「アカデミックナイト」をスタートし、キックオフ講演会には約100名が参加した。「アカデミックナイト」は、
毎月第２・第４木曜日に中部圏の大学から次代をつくる研究者が企業関係者を前に、最先端の研究を紹介すると
ともに、参加者と議論することで産学連携の強化を図っていく。
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「アカデミックナイト」キックオフ講演会「アカデミックナイト」キックオフ講演会
2019.09.26 Thu.2019.09.26 Thu.

ナゴヤ イノベーターズ ガレージ（愛称：ガレージ ナゴヤ）のスタッフが、
ガレージ ナゴヤの活動やイベント、そこで活躍する人々を紹介するコーナーです。

Garage　Nagoya　Topics

講 演１　名古屋発イノベーションの起爆剤に－ナゴヤ イノベーターズ ガレージへの期待と大学の役割

に向かって戦略的に取り組まなければならない。その中
で大学の果たす役割は非常に大きく、名古屋大学では、
周辺大学と連携しアントレプレナー教育、スタートアップ
準備資金、五大学広域ファンドなど、大学発ベンチャーの
成長ステージにあわせた支援プログラムの提供を行っ
ている。当地域は、優良な製造業が集積しており、技術開
発型のスタートアップが生み出される素地がある。さま
ざまな業種やステークホルダーがイノベーション拠点に
集まることでアイデアを集積し、たくさんの新しいものを
生み出していく。それが、スタートアップエコシステムの形
成につながり、イノベーションの起爆剤となる。

【 講 師 】名古屋大学 

 総長　松尾 清一 氏



何気ない会話から議論が盛りあがり画期的な研究がはじまる
出所：伊丹氏の講演資料より作成（写真提供：伊丹氏）

出所：伊丹氏の講演資料より作成（写真提供：伊丹氏）

ストライガ
問題
・穀物に寄生して、枯らしてしまう

・アフリカ耕作地の２/３が侵されて
　いる（約4,000万ヘクタール）

・年間１.３兆円の損害（食糧問題）

・１億人の生活を脅かしている

・アフリカの貧困の大きな原因

スーパー
分子

イネ、トウモロコシ、
ソルガムなど

ピンクに染まってしまった大地を「分子」の力で
緑に戻し、食糧危機の解決に貢献したい！

若手研究者の大成功例若手研究者の大成功例
Mix-Labでの会話、ラーメン会議からITbMの最重要プロジェクトへ

（Science 2015）
Mix-Labでの会話、ラーメン会議からITbMの最重要プロジェクトへ

（Science 2015）

萩原伸也
当時・伊丹研
現・理研CSRS

吉村柾彦
当時・伊丹研
現・スイス

土屋雄一朗
木下研
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講 演2　スーパー分子をつくる：無限の可能性と異分野融合のチカラ

【講演要旨】

１．分子で世界の諸問題を解決できる
合成化学とは、分子の世界のレゴであり、複数の原子

をつなげて全く新しいクリエイティブな分子をつくること
ができる。歴史を紐解くと、我々の生活や科学技術を
一変させてきたのが分子であり、未来にわたってもそう
あり続ける。すなわち、この地球上には、健康医療、エネ
ルギー、食糧、水など、さまざまな問題があるが、必ず分
子で答えを導き出すことが可能である。高校３年の時に
「ベンゼン」に出会い、その虜となり、これまで30年間
ベンゼンを使って圧倒的に美しいスーパー分子の生成
に取り組んでいる。

２．何気ない会話から画期的な研究がはじまる

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所
（以下、ITbM）は、「分子で世界を変える」をテーマに４分
野が融合した研究所である。ITbMでは、異分野の研究
者・学生が、「Mix Lab」という同じ空間で研究を行ってい
る。カジュアル・ディスカッションをコンセプトに、分野の
壁を徹底的に取り払うことで、融合を加速させ、次世代
の若手研究者を育てている。こうすることで、新しいアイ
デアが次々に生まれ複数の成功事例が誕生している。
トウモロコシなど人間の主食となる穀物に寄生して育
つ「ストライガ」は、アフリカにおける深刻な食糧問題の

原因の一端となっている。日本では、あまり知られてい
ないこの問題に対して、ITbM内の何気ない会話から
議論が盛りあがり、「基礎科学の面からアフリカの食糧
危機の解決に貢献したい」という思いで研究がはじ
まった。その後、ITbMの異分野チームが、ストライガ撲
滅の可能性をもつ分子を発見し、今年６月にこの分子を
ケニアに届けテストがスタートした。何気ない会話から
はじまった研究が、今や世界で最も注目される研究の
一つとなった。

３．新しい炭素のカタチをつくり出す仕組み
「美しいものには必ず機能が宿る」。これまで、たくさ
んの新しくて美しい炭素のカタチを生み出してきた。そ
の中でも、「カーボンナノベルト」の生成や、「グラフェン
ナノリボン」の完全精密合成は、伊丹研究室が総力をあ
げ取り組んだ汗と涙の結晶である。新しい画期的なア
イデアは、異分野のメンバーが集った環境での、何気な
い会話から生み出される。「異分野融合でワクワクを
中心に取り組む」「若手のチカラ」をベースに、これから
も新しくて圧倒的に美しいカタチを永続的に生み出す
ためには、さまざまな企業との共同研究やご支援を
いただき、産業界との連携を強化していきたい。そのた
めにアカデミックナイトは非常に有効なプログラムで、
大いに期待している。

【 講 師 】名古屋大学 トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM）

 拠点長　伊丹 健一郎 氏
プロフィール／1998年京都大学大学院工学研究科博士号取得。2008年名古屋大学大学院教授を経て、2012年より現職。
また、2013年よりＪＳＴ－ＥＲＡＴＯ伊丹分子ナノカーボンプロジェクト研究総括。



ヤマハモーターイノベーションセンター
新たな次元や発想やかたち、ものづくりの
革新へとつなぐ「ヤマハモーターイノベー
ションセンター」

MOTOROiD（モトロイド）
３つのデザイン賞（IDEA、red dot award、
iF DESIGN AWARD）を受賞したコンセ
プトモデル「MOTOROiD」
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「中部圏イノベーション促進プログラム」
（フューチャーコンパス）第10回講演会
「中部圏イノベーション促進プログラム」
（フューチャーコンパス）第10回講演会

2019.10.３ Thu.2019.10.３ Thu.
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講 演　  イノベーションを起こす『アート力』経営デザイン

【講演要旨】

私の現職場では、自動車業界時代に培ったデザインや
ブランディング実績をさらに進化させ、経営とデザインを
直結させる「デザインマネジメント」を実践している。これ
は即物的な「こども（製品）」を直接つくるのではなく、こど
ものDNAの要素となる「ゲノム」をつくることに似ている。
俯瞰的な法則や従うべき原則を明確にし、取り入れる

べき要素に自社らしさを散りばめる事で、各部署での自
由なデザインの中にも自然とブランドとしての統一感が
宿る。自社らしさの再確認による、デザインを通じた経営
改革ともいえよう。
ヤマハ発動機は、製品を生み出すプロセスそのものま

で新しくデザインしている。全体より要素を先にデザイン
する、企画段階からエンジニアとデザイナーが共同でもの

づくりに関わるなど、これまでとは異なるやり方
を取り入れて完成したコンセプト車は世界でも高
い評価を獲得した。まさにテクノロジーとアート、
クラフトマンシップが混ざり合ってイノベーション
を起こした実例だろう。
21世紀のデザインとは、その製品が「幸せ」に

つながるかどうかを基準に解決策を考えること。
それにはテクノロジーとビジネス、クリエーション
の統合が今後より一層必要となってくる。

【 講 師 】ヤマハ発動機（株）

 執行役員デザイン本部長　長屋 明浩 氏
プロフィール／1983年愛知県立芸術大学卒業。トヨタ自動車（株）で初代レクサスＬＳ400やセルシオ、マークⅡなどのデザインを
担当後レクサスブランド企画室長、トヨタデザイン部長を歴任。2014年よりヤマハ発動機（株）デザイン本部長、2015年より現職。

参加者：約85名

悩める現代のビジネスパーソンに向けて、当代一流の識者を集めた「デジタル時代の価値観を考える
リベラル・アーツ※講座」（全10回）を2020年１月28日（火）より開講します。
※リベラル・アーツ：自由７科（文法、修辞、論理、算術、幾何、天文、音楽）を基本とする「人を自由にする学問」

講座の詳細・申込方法はコチラ → https://garage-nagoya.or.jp/program/p1451/

大人の

学びなお
し デジタル時代の価値観を考えるリベラル・アーツ講座デジタル時代の価値観を考えるリベラル・アーツ講座デジタル時代の価値観を考えるリベラル・アーツ講座

参加者募集！参加者募集！


